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重要伝統的建造物群保存地区 

　
　
　
　

と
い
え
ば
、
「
夏
み
か
ん
と
土
塀
の
城
下
町
」
、

「
武
家
屋
敷
が
建
ち
並
ぶ
町
並
み
」
を
思
い
浮
か
べ
ま
す
が
、

浜
崎
は
、
そ
れ
と
は
異
な
る
、
江
戸
時
代
に
開
か
れ
た　
　
　
　
　
　
　

。

日
本
海
に
面
す
る
こ
と
か
ら
、
北
前
船
の
寄
港
地
と
し
て
、

廻
船
業
や
水
産
加
工
業
の
ほ
か
、
味
噌
、
醤
油
、
酒
な
ど
の
製
造
業
が
栄
え
、

萩
藩
の
経
済
を
支
え
る
町
と
し
て
賑
わ
っ
て
い
た
と
こ
ろ
で
す
。

平
成　

 

年　

 

月
に
は
、
国
の
重
要
伝
統
的
建
造
物
群
保
存
地
区
に
選
定
さ
れ
、

今
も
、
多
く
の
伝
統
的
な
町
家
が
残
り
、

伝
統
的
建
造
物
に
特
定
さ
れ
た
建
築
物
は
、

   

棟
を
数
え
ま
す
。
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市
中
心
部
か
ら
浜
崎
へ
の
ア
ク
セ
ス

浜
崎
に
関
す
る
お
問
い
合
わ
せ

浜
崎
を
も
っ
と
知
る

浜
崎
伝
建
お
た
か
ら
博
物
館

毎
年
、
５
月
の
第
３
日
曜
日
に
開
催
さ
れ
る
、
浜
崎
の
メ
イ
ン
イ
ベ
ン
ト
。

伝
統
的
な
町
家
や
各
家
々
に
伝
わ
る
「
お
た
か
ら
」
を
公
開
し
ま
す
。

雑
魚
場
食
堂
な
ど
の
出
店
が
立
ち
並
び
、
多
く
の
家
族
連
れ
で
賑
わ
い
ま
す
。

平
成　

 

年
は

　

 

月   

日
に
開
催
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浜
崎
に
関
す
る
情
報
は
、
次
の
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
サ
イ
ト
で
得
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

★
萩
ま
ち
じ
ゅ
う
博
物
館
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ 

サ
テ
ラ
イ
ト
情
報 

浜
崎
エ
リ
ア　

　
　

http://machihaku.city.hagi.yamaguchi.jp/satellite/hamasaki/index.htm

★
萩
市
役
所
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
（
観
光
ポ
ー
タ
ル
サ
イ
ト
）　http://www.city.hagi.yamaguchi.jp/portal/

★   

萩
市
観
光
協
会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
「
ぶ
ら
り
萩
あ
る
き
」　http://www.hagishi.com/

旬
の
情
報
は
浜
崎
ブ
ロ
グ
で

浜
崎
の
住
民
に
よ
る
ホ
ッ
ト
な
現
地
情
報
は

浜
崎
ブ
ロ
グ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

日
々
の
出
来
事
や
、
イ
ベ
ン
ト
の
お
知
ら
せ
を

見
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

萩
ま
ち
じ
ゅ
う
博
物
館
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
内
に

設
置
さ
れ
て
い
ま
す
。

http://hamasakih.exblog.jp/

マ
ッ
プ
を
片
手
に
浜
崎
を
歩
く

浜
崎
を
散
策
す
る
の
に
、
役
立
つ
の
が
浜
崎
マ
ッ
プ
で
す
。

浜
崎
の
見
ど
こ
ろ
満
載
の
こ
の
マ
ッ
プ
は
、
地
元
の
ま
ち
づ
く
り
団
体
、

「
浜
崎
し
っ
ち
ょ
る
会
」
が
発
行
し
た

手
作
り
の
マ
ッ
プ
で
す
。

市
内
各
地
の
観
光
関
連
の
窓
口
や
、

旧
山
中
家
住
宅
、
梅
屋
七
兵
衛
旧
宅
で

手
に
入
れ
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

浜
崎
伝
建
地
区
や
公
開
施
設
に
関
す
る
こ
と
は
、
萩
市
歴
史
ま
ち
づ
く
り
部
ま
ち
な
み
対
策
課
（
０
８
３
８-

２
５-

３
２
３
８
）
ま
で
。

浜
崎
の
現
地
情
報
や
ガ
イ
ド
に
関
す
る
こ
と
は
、
浜
崎
し
っ
ち
ょ
る
会
（
旧
山
中
家
住
宅:

０
８
３
８-

２
２-

０
１
３
３
）
ま
で
。

浜
崎
を
含
め
、
萩
市
全
般
の
観
光
に
関
す
る
こ
と
は
、　 

萩
市
観
光
協
会
（
０
８
３
８-

２
５-

１
７
５
０
）
、

も
し
く
は
、
萩
市
商
工
観
光
部
観
光
課
（
０
８
３
８-

２
５-

３
１
３
９※

平
日
の
み
）
ま
で
。

ガ
イ
ド
と
一
緒
に
浜
崎
を
歩
く

浜
崎
し
っ
ち
ょ
る
会
の
案
内
で
、
町
並
み
散
策
が
で
き
ま
す
。

時
間
や
コ
ー
ス
な
ど
、
ご
相
談
に
応
じ
ま
す
。

事
前
に
、
旧
山
中
家
住
宅
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

 

★
Ｊ
Ｒ
を
利
用
し
て
徒
歩
で

　

 

東
萩
駅
で
下
車
。
駅
か
ら

　

 

す
ぐ
そ
ば
の
萩
橋
を
渡
り
、
右
折
。

　

 

松
本
川
沿
い
を
進
む
。
徒
歩　

 

分
。

★
ま
あ
ー
る
バ
ス
を
利
用

　

 

東
回
り
コ
ー
ス
に
乗
車
し
、

　

「
御
船
倉
入
口
」
か

　

「
定
期
船
の
り
ば
入
口
」
で
下
車
。

★
萩
博
物
館
か
ら
徒
歩
で

　

外
堀
沿
い
の
遊
歩
道
を
北
に
進
み
、

　

萩
看
護
学
校
前
の
横
断
歩
道
を
渡
り
、

　

菊
ヶ
浜
沿
い
を
進
む
。
徒
歩　

 

分
。

　
　

港
町
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の
り
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日
本

海

松
本
川

ま
ず
は
、
旧
山
中
家
住
宅
を

目
指
し
て
お
越
し
く
だ
さ
い
。

（
山
口
銀
行
萩
支
店
浜
崎
出
張
所
隣
） 発行　萩市歴史まちづくり部まちなみ対策課　2008.4

浜
崎
伝
建
地
区
内
の
公
開
施
設
の
ご
案
内

浜
崎
伝
建
地
区
で
は
、
市
所
有
の
２
棟
の
伝
統
的
建
造
物
を
一
般
公
開
し
て
い
ま
す
。

い
ず
れ
も
、
開
館
時
間
は
午
前
９
時
か
ら
午
後
５
時
ま
で
、

休
館
日
は
毎
週
水
曜
日
と
、
盆
、
年
末
年
始
で
す
。

施
設
の
管
理
は
、
浜
崎
し
っ
ち
ょ
る
会
に
委
託
し
て
い
ま
す
。

観
光
案
内
の
窓
口
と
し
て
、

気
軽
に
声
を
お
か
け
く
だ
さ
い
。

★
旧
山
中
家
住
宅
（
０
８
３
８-

２
２-

０
１
３
３
）

★
梅
屋
七
兵
衛
旧
宅
（
０
８
３
８-

２
４-

３
７
３
７
）



梅
屋
七
兵
衛
は
、
幕
末
の
萩
の
商
人
で
、
酒
造
業
を
営
ん
で
い
ま
し
た
が
、

藩
の
密
命
を
受
け
、
命
が
け
で
長
崎
に
鉄
砲
千
丁
を
買
い
付
け
に
行
き
、

戊
辰
戦
争
で
の
萩
藩
の
勝
利
に
貢
献
し
た
人
物
で
す
。

ま
た
、
関
西
か
ら
小
堀
遠
州
流
の
お
茶
の
流
儀
を
持
ち
帰
る
な
ど
、

文
化
人
で
も
あ
り
ま
し
た
。

こ
の
旧
宅
は
、
七
兵
衛
が
晩
年
を
過
ご
し
た
隠
居
屋
で
あ
り
、

こ
こ
で
お
茶
や
お
花
を
楽
し
ん
だ
と
思
わ
れ
ま
す
。

本
町
筋
か
ら
一
筋
奥
ま
っ
た
場
所
に
敷
地
を
構
え
、

新
町
上
ノ
丁
筋
に
開
い
た
門
か
ら
長
い
ア
プ
ロ
ー
チ
を
経
て
、

庭
園
を
抜
け
、
主
屋
へ
と
至
り
ま
す
。

旧
山
中
家
住
宅 

住民と観光客の憩いの場

本
町
筋
と
巾
着
町
筋
が
交
差
す
る
、
浜
崎
伝
建
地
区
の
中
心
に
位
置
し
、

背
の
高
い
二
階
建
て
の
目
立
つ
外
観
で
あ
る
こ
と
か
ら
、

浜
崎
を
訪
れ
る
人
々
を
真
っ
先
に
迎
え
入
れ
る
場
所
と
な
っ
て
い
ま
す
。

こ
こ
が
、
浜
崎
の
ま
ち
歩
き
の
出
発
点
で
す
。

梅
屋
七
兵
衛
旧
宅

旧
山
村
家
住
宅 

浜崎のオモテ玄関浜崎の奥座敷

古民家再生の　

　　     モデル住宅
こ
の
旧
宅
は
、
外
観
は
伝
統
的
な
姿
を
保
ち
、

内
部
は
現
代
生
活
に
適
応
し
た
、

古
民
家
再
生
住
宅
の
モ
デ
ル
と
し
て
改
修
整
備
さ
れ
て
い
ま
す
。

バ
リ
ア
フ
リ
ー
の
土
間
、
コ
ル
ク
タ
イ
ル
の
床
を
施
し
、

キ
ッ
チ
ン
や
浴
室
、
ト
イ
レ
も
現
代
的
な
設
備
と
な
っ
て
い
ま
す
。

萩
に
多
く
存
在
す
る
伝
統
的
な
家
屋
を
壊
す
こ
と
な
く
、

改
修
に
よ
り
活
用
で
き
る
こ
と
を
示
す

見
本
と
な
っ
て
い
ま
す
。

住
民
も
、
観
光
客
も
、
輪
に
な
っ
て
。

人
々
が
集
い
、
笑
顔
が
あ
ふ
れ
ま
す
。

二
階
座
敷
か
ら
、
巾
着
町
筋
、
松
本
川
河
口
を
望
む
。

多
く
の
人
々
が
、
こ
の
巾
着
町
筋
を
通
り
、

旧
山
中
家
を
訪
れ
ま
す
。

室
内
を
利
用
し
た
、
様
々
な
展
示
や
催
し
が

楽
し
め
る
の
も
、
旧
山
中
家
の
魅
力
の
ひ
と
つ
。

浜崎の拠点施設として改修整備中
旧
山
中
家
の
斜
め
向
か
い
に
位
置
す
る
、
旧
山
村
家
は
、

江
戸
時
代
に
町
年
寄
格
の
有
力
商
人
が
住
ん
で
い
た
大
型
の
町
家
で
す
。

「
山
村
船
具
店
」
の
名
前
で
親
し
ま
れ
て
き
た
浜
崎
の
主
な
町
家
の
ひ
と
つ
で
、

改
修
後
の
平
成　

 

年
の
春
に
は
、

浜
崎
の
町
並
み
交
流
の
拠
点
施
設
と
し
て
一
般
公
開
し
ま
す
。

こ
の
あ
た
り
で
は
珍
し
い
、
表
屋
造
り
の
意
匠
。

こ
れ
も
、
豪
商
の
証
し
。

二
棟
の
土
蔵
は
、
浜
崎
や
山
村
家
に
伝
わ
る
「
お
た
か
ら
」
を

展
示
す
る
ス
ペ
ー
ス
と
し
て
活
用
す
る
予
定
で
す
。
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平成 21 年 春
    オープン !!


